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三
十
一
．
藏
岡
凌
平 

一
回
生 

臨
書 
楷
書 

鄭
道
昭
『
鄭
羲
下
碑
』 

半
切  

「
樂
道
據
徳
依
仁
孝
弟
端
雅
寡
言
愍
行
六
籍
孔
精
百
氏
備
究
八
素
九
丘
靡
不
昭
達
至
乎
人
倫

禮
式
陰
陽
律
暦
尤
所
留
心
」 

よ
く
見
る
い
わ
ゆ
る
楷
書
と
は
明
ら
か
に
違
う
線
質
な
が
ら
、
か
つ
美
し
い
字
が
形
作
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
惹
か
れ
『
鄭
羲
下
碑
』
を
臨
書
し
ま
し
た
。
篆
隷
と
見
紛
う
よ
う
な
始
筆
・
終

筆
、
線
の
独
特
な
曲
が
り
、
微
妙
な
太
さ
の
変
化
…
…
と
、
書
く
身
と
し
て
は
案
の
定
次
々
と

難
点
に
出
く
わ
す
道
の
り
で
し
た
が
、
そ
こ
が
書
の
面
白
さ
で
も
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

      

三
十
二
．
小
島
健
史 

二
回
生 

創
作 

前
衛 

『
溶
岩
』 

半
切
四
分
の
一 

｢

爆｣ 

底
に
溜
ま
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
連
鎖
の
上
で
漸
く
噴
火
す
る
。
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
皆
様
に

伝
わ
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
作
品
は
完
成
で
す
。 

          

三
十
三
．
小
島
健
史 

二
回
生 

臨
書 

楷
書 

褚
遂
良
『
雁
塔
聖
教
序
』 

全
紙 

｢

盖
聞
二
儀
有
象
顕
覆
載
以
含
生
四
時
無
形
潜
寒
暑
以
化
物
是
以
窺
天
鑒
地
庸
愚
皆
識
其
端
明

陰
洞
陽
賢
哲
罕
窮
其
數｣ 

大
学
入
学
か
ら
書
道
を
始
め
、
最
初
に
書
き
上
げ
た
書
道
作
品
が
『
雁
塔
聖
教
序
』
の
臨
書
で

し
た
。
半
年
も
練
習
し
て
出
展
し
た
そ
の
作
品
は
決
し
て
納
得
の
出
来
る
も
の
で
は
な
く
、
そ

の
後
も
一
年
間
書
道
を
学
び
、
も
う
一
度｢

楷
書
の
最
高
傑
作｣

に
挑
戦
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

一
先
ず
は
成
長
出
来
て
い
る
の
か
な
、
と
思
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
点
ば
か
り
で
す
。

ご
批
評
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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三
十
四
．
河
原
理
恵 

二
回
生 

臨
書 
楷
書 

『
魏
霊
蔵
薛
法
紹
造
像
記
』 

三
尺×

八
尺 

「
下
代
茲
容
厥
作
鉅
鹿
魏
霊
蔵
河
東
薛
法
紹
二
人
等
乖
豪
光
」 

と
に
か
く
迫
力
の
あ
る
作
品
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
造
像
記
を
三
尺×

八
尺
の
紙
に
書
き
額
に
入
れ
て
展
示
し
ま
し
た
。
払
い
や
横
画
の
伸
び
や
か
さ
を
残
し
つ
つ
、
始
筆
や
点

画
・
右
上
が
り
の
角
度
を
強
調
し
て
書
き
、
力
強
さ
を
表
現
し
ま
し
た
。 

 



三
十
五
． 

小
松
聡
子 

三
回
生 

臨
書 
隷
書 

鄧
石
如 

『
隷
書
崔
子
玉
座
右
銘
』 

全
紙 

「
無
道
人
之
短
。
無
説
己
之
長
。
施
人
慎
勿
念
。
受
施
慎
勿
忘
。
世
誉
不
足
慕
。
唯
仁
為
紀
綱
。

隠
心
而
後
動
。
謗
議
庸
何
傷
。
無
使
名
過
実
。
守
愚
聖
所
臧
。
在
涅
貴
不
緇
。
曖
曖
内
含
光
。

柔
弱
生
之
徒
。
老
氏
誡
剛
強
。
行
行
鄙
夫
志
。
悠
悠
故
難
量
。
慎
言
節
飲
食
。
知
足
勝
不
祥
。

行
之
苟
有
恒
。
久
久
自
芬
芳
。
」 

漢
の
政
治
家
で
あ
る
崔
瑗
の
座 

右
の
銘
を
鄧
石
如
が
書
い
た
も 

の
を
臨
書
し
ま
し
た
。
最
初
は 

一
目
惚
れ
だ
っ
た
の
で
す
が
、 

調
べ
る
と
素
晴
ら
し
い
こ
と
が 

書
い
て
あ
る
と
分
か
っ
て
ま
す 

ま
す
好
き
に
な
り
、
書
い
て
い 

て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

言
を
慎
み
飲
食
を
節
し
、
足
る 

を
知
り
て
不
祥
に
勝
つ
…
。
な 

ん
だ
か
で
き
て
い
な
い
こ
と
ば 

か
り
な
気
が
し
ま
す
が
、
こ
れ 

か
ら
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

         

三
十
六
． 

柴
田
翔 

三
回
生 

創
作 

書
体
無
し 

『
環 

―
め
ぐ
る
―
』 

90cm×
60cm 

「
環
」 

年
は
終
わ
り
を
迎
え
て
も
、
季
節
は
め
ぐ
り
繰
り
返
す
。
季
節
の
み
な
ら
ず
、
自
然
界
の
あ
ら

ゆ
る
も
の
―
―
土
・
水
・
大
気
、
天
体
、
或
い
は
血
液
―
―
は
、
循
環
す
る
の
が
常
で
あ
る
。

あ
る
者
曰
く
、
歴
史
も
繰
り
返
す
も
の
ら
し
い
。
ま
た
あ
る
者
曰
く
、
衆
生
の
魂
さ
え
… 
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三
十
七
． 

佐
藤
綾
美 

四
回
生 

臨
書 
行
書 

米
芾 

『
張
季
明
帖
』 

全
紙 

「
余
収
張
季
明
帖
云
秋
氣
深
不
審
氣
力
復
何
如
也
眞
行
相
間
長
史
世
間
第
一
帖
也
其
次
賀
八

帖
餘
非
合
書
」 

自
分
の
勉
強
不
足
、
努
力
不
足
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
卒
業
制
作
と
な
る
今
回
の
書
展
で
、
一
番

好
き
な
米
芾
さ
ん
の
字
を
臨
書
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。 

                       

三
十
八
．
白
谷
暢
浩 

一
回
生 

臨
書 

か
な 

藤
原
行
成 

『
針
切
』 

半
紙
四
枚
継
ぎ 

「
ふ(

婦)

か(

可)

き(

支)

山
に
て
、
風
の
お
と
の
心
ほ(

本)(

そ
き)

こ
と
な(

奈)

と
い
ひ
は
べ

り
て 

山
風
の
は(

者)

げ(

希)

し
き(

支)

こ
と
を(

乎)

な(

那)

げ(

介)

き(

支)

つ
ゝ
な(

奈)

み
だ

(

堂)

に
の
み
も
ひ(

悲)

を(

乎)

く
ら
す(

春)

か(

可)

な(

那)

・
・
・
」 

藤
原
行
成
の
針
切
を
臨
書
し
ま
し
た
。
針
切
の
特
徴
で
あ
る
名
前
通
り
の
針
の
よ
う
な
鋭
さ
を

表
現
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
ま
だ

ま
だ
未
熟
な
部
分
も
多
々
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
仮
名
の
美
し
さ
を
味
わ
い
つ
つ
鍛
錬
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

                   



5 

 

三
十
九
．
神
保
里
帆 

一
回
生 

 

臨
書 

楷
書 

光
明
皇
后 

『
楽
毅
論
』 

半
切 

「
夫
求
古
賢
之
意
宜
以
大
者
遠
者
先
之
必
迂
廻
而
難
通
然
後
已
焉
可
也
今
楽
氏
之
趣
或
者
其

未
尽
乎
而
多
劣
」 

何
ヵ
月
か
書
い
て
か
ら
よ
う
や
く
原
本
通
り
に
書
く
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ
か
さ
れ
た
作
品

で
す
。
楽
毅
論
ら
し
い
字
体
に
見
え
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。 

       

四
十
．
鈴
木
貴
也 

三
回
生 

臨
書 

行
書 

徽
宗 

『
蔡
行
勅
巻
』 

半
切 

「
成
職
不
有
総
難
以
集
序
朕
肇
建
網
領
之
官
」 

一
文
字
一
文
字
が
そ
れ
だ
け
で
作
品
に
で
き
そ
う
な
、
原
本
の
右
上
が
り
気
味
な
字
形
と
、
鋭

い
線
筆
の
格
好
良
さ
か
ら
衝
動
的
に
題
材
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の
感
動
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
幸
い
で
す
。
ご
批
評
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

          

四
十
一
．
杉
本
綾
香 

四
回
生 

創
作 

調
和
体 

『
く
ま
さ
ん
』 

半
切  

「
は
る
が
き
て 

目
が
さ
め
て 

く
ま
さ
ん
ぼ 

ん
や
り 

考
え
た 

咲
い
て
い
る
の
は
タ
ン
ポ 

ポ
だ
が 

え
え
と 

僕
は 

誰
だ
っ
け 

だ
れ 

だ
っ
け 

春
が
来
て 

め
が
覚
め
て 

く
ま
さ 

ん
ぼ
ん
や
り 

川
に
来
た 

水
に
映
っ
た
い
い 

顔
み
て 

そ
う
だ 

僕
は 

く
ま
だ
っ
た 

良 

か
っ
た
な
」 

こ
の
字
体
も
半
切
横
と
い
う
形
式
も
私
に
と
っ 

て
は
挑
戦
で
し
た
が
、「
く
ま
さ
ん
」
の
言
葉
の 

あ
た
た
か
さ
や
心
地
よ
さ
を
表
現
し
て
み
た
く
て 

創
作
し
ま
し
た
。
ど
の
文
字
も
個
性
が
あ
っ
て
楽 

し
い
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
作
品
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
ま
だ 

ま
だ
寒
い
季
節
で
す
が
、
ぼ
ん
や
り
し
つ
つ
も
早 

く
春
を
待
と
う
か
な
と
思
い
ま
す
。 
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四
十
二
．
鈴
木
新
人 

四
回
生 

創
作 
調
和
体 

『
不
思
議
』
三
尺×

六
尺 

「
私
は
不
思
議
で
堪
ら
な
い 

黒
い
雲
か
ら
降
る
雨
が 

銀
に
光
っ
て
い
る
こ
と
が 

私
は
不
思

議
で
堪
ら
な
い 
青
い
桑
の
葉
食
べ
て
い
る 

蚕
が
白
く
な
る
こ
と
が 

私
は
不
思
議
で
堪
ら
な

い 

誰
も
弄
ら
ぬ
夕
顔
が 

獨
り
で
は
ら
り
と
開
く
の
が 

私
は
不
思
議
で
堪
ら
な
い 

誰
に
聞

い
て
も
笑
っ
て
て 

当
た
り
前
だ
と
言
う
こ
と
が
」 

調
和
体
と
い
う
と
、
漢
字
と
仮
名
が
両
方
あ
っ
て
難
し
そ
う
で
し
た
が
、
あ
え
て
挑
戦
し
ま
し

た
。
質
の
高
い
も
の
に
な
っ
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。 

                     

四
十
三
．
石
博
昭 

二
回
生 

創
作 

楷
書 

『
従
軍
行
』 

二
尺×

三
尺 

「
三
邊
烽
亂
驚 

十
萬
且
横
行 

風
巻
常
山
陣 

笳
喧
細
柳
営 

劔
花
寒
不
落 

弓
月
暁
逾
明 

會
取
淮
南
地 

持
作
朔
方
城
」 

少
な
い
な
が
ら
も
、
自
分
の
臨
書
経
験
を
消
化
す
る
為
に
創
作
を
し
た
。
北
魏
楷
書
ら
し
さ
と

は
何
か
、
と
い
う
自
問
に
答
え
が
出
せ
て
い
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 
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四
十
四
． 

篠
原
理
那 

一
回
生 

臨
書 
草
書 

王
鐸 

『
寄
金
陵
天
目
僧
詩
』 

二
尺×

八
尺 

 

「
別
去
西
江
上
江
灘
寓
短
亭
・
・
・
」 

初
め
て
の
二
八
作
品
で
、
以
前
か
ら
書
き
た
か
っ
た
王
鐸
の
書
を
臨
書
し
ま
し
た
。
文
字
の
大
小
な
ど
の
細
か
な
特
徴
を
捉
え
な
が
ら
も
一
つ
の
作
品
に
ま
と
め
あ
げ
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
稚
拙
な
点
は
多
い
で
す
が
、
ご
批
評
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 四
十
五
．
鈴
木
新
人 

四
回
生 

創
作 

草
書 

『
採
蓮
曲
』 

二
尺×

八
尺 

「
江
南
當
夏
淸
桂
檝
逐
流
縈
初
疑
京
兆
劍
復
似
漢
冠
名
荷
香
帯
風
遠
蓮
影
向
根
生
葉
卷
珠
難
溜
花
舒
紅
易
傾
日
暮
𠒎
舟
滿
歸
來
渡
錦
城
」 

以
前
ま
で
は
、
紙
と
向
か
い
合
っ
て
か
ら
は
じ
め
て
、
筆
を
紙
に"

合
わ
せ
て"

書
く
と
い
う
心
構
え
で
あ
り
ま
し
た
が
、
紙
と
向
か
い
合
う
ま
で
に
ど
れ
だ
け
の
事
を
し
て
き
た
の
か
、
ど
の
よ

う
な"

準
備"

を
し
て
き
た
の
か
で
作
品
の
質
が
大
き
く
変
わ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 
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四
十
六
．
宗
哲
仁 

一
回
生 

臨
書 
行
書 

王
羲
之 

『
蘭
亭
叙
』
半
切 

「
會
稽
山
陰
之
蘭
亭
修
禊
事
也
羣
賢
畢
至
」 

羣
、
賢
、
畢
の
三
文
字
が
魅
力
的
に
思
え
た
の
で
、
こ
の
部
分
を
書
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

構
成
が
な
か
な
か
決
ま
ら
ず
苦
労
し
ま
し
た
が
、
作
品
を
出
す
の
も
こ
れ
で
二
度
目
と
な
り
、

初
め
て
の
時
の
よ
り
は
ど
っ
し
り
構
え
て
書
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
未
熟
な
作
品
で

す
が
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

       

四
十
七
．
辰
巳
鴻
介 

二
回
生 

臨
書 

楷
書 

呉
煕
載 

『
楷
書
東
方
朔
画
賛
四
屛
』 

半
切 

「
故
談
諧
以
取
容
潔
其
道
而
穢
其
跡
清
」 

滲
み
と
掠
れ
が
だ
し
た
か
っ
た
ん
で
す 

           

四
十
八
．
高
垣
茜 

修
士
二
回
生 

臨
書 

行
草
書 

張
瑞
図
（
上
）「
杜
甫
飲
中
八
仙
歌
巻
」（
下
）「
張
瑞
図
詩
巻
」
全
紙1/2 

「
杜
甫
飲
中
八
仙
歌
巻
」
五
斗
方
卓
然 

高
談
雄
辨
驚
四
筵 

天
啓
丁
卯
春
書 

瑞
圖 

「
張
瑞
図
詩
巻
」 

 
 

躇
不
忍
下
層
崖 

我
意
何
異
登
天
台 

崇
禎
癸
酉 

白
毫
庵
瑞
圖 

字
は
人
の
心
を
表
す
と
い
う
が
、
そ
の
人
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
齢
を

重
ね
る
に
つ
れ
て
ど
う
変
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

張
瑞
図
に
注
目
し
、『
杜
甫
飲
中
八
仙
歌
巻
』（
五
十
八
歳
：
政
務
を
掌
る
か
た
わ
ら
書
画
の
生

活
に
明
け
暮
れ
し
て
い
た
頃
、
都
の
北
京
に
て
）
と
『
張
瑞
図
詩
巻
』
（
六
十
四
歳
：
官
位
剥

奪
後
、
郷
里
に
て
）
を
対
比
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
。 
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四
十
九
．
武
井
友
里
恵 

四
回
生 

臨
書 
草
書 

徽
宗 

『
草
書
千
字
文(

部
分)

』 

約60

㎝×
1
90

㎝ 

「
伊
尹
。
佐
時
阿
衡
。
奄
宅
曲
阜
。
微
旦
孰
営
。
桓
公
輔
合
、
済
弱
扶
傾
。
綺
回
漢
恵
。
説
感

武
丁
。
」 

最
初
は
「
作
品
集
の
表
紙
に
載
っ
て
い
て
か
っ
こ
よ
か
っ
た
か
ら
」
と
い
う
安
易
な
理
由
で
選

び
ま
し
た
が
、
高
校
生
の
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
書
き
た
か
っ
た
草
書
を
書
け
て
と
て
も
嬉
し
い
で

す
。
集
大
成
と
呼
ぶ
に
は
少
し
力
不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
、
精
一
杯
書
く
こ
と
が
で
き
て
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

       

五
十
．
多
門
千
早 

三
回
生 

臨
書 

行
書 

黄
庭
堅 

『
王
史
二
墓
誌
稿
』 

二
尺×

六
尺 

「
人
了
元
東
林
道
人
常
揔
皆
攝
杖
屨
往
游
其
藩
」 

こ
の
原
本
の
字
の
、
柔
ら
か
い
け
れ
ど
凛
と
し
て
い
る
、
そ
の
二
つ
の
面
が
表
現
で
き
た
ら
と

思
い
臨
書
し
ま
し
た
。
柔
ら
か
く
優
し
い
の
だ
け
ど
内
に
は
ぶ
れ
な
い
芯
の
強
さ
が
あ
る
と
い

う
の
は
私
の
理
想
の
人
物
像
で
も
あ
り
ま
す
。
ご
批
評
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

        

五
十
一
．
寺
田
実
穂
子 

３
回
生 

臨
書 

仮
名 

『
金
剛
院
切
』 

『
三
輪
切
』 

『
東
大
寺
切
』 

Ｈ27.3

㎝×

Ｗ12.
6

㎝ 

Ｈ23.2×

Ｗ14.6

㎝ 

Ｈ25×

Ｗ16

㎝ 

「
ま
つ
さ
と
は
お
な
し
ね
さ
め
の 

郭
公
た
れ
に
か
た
ら
ふ 

は
つ
ね
な
る
ら
ん 

き
き
そ

む
る
は
つ
ね
な
ら
ね
と 

ほ
と
と
き
す
な
き
ふ
る
し
て
も 

な
お
そ
ま
た
る
る
」 

 

二
百
以
上
も
の
古
筆
が
収
め
ら
れ
た
手
鑑
「
藻
塩
草
」
か
ら
三
作
品
。
手
鑑
に
、
集
め
た
人

の
心
を
引
き
付
け
た
古
筆
が
詰
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
、
私
も
書
き
た
い
と
思
っ
た
も
の
を
選
ば

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
三
枚
を
並
行
し
て
書
く
こ
と
で
、
他
で
学
ん
だ
こ
と
や
書
き
方
の
違
い

が
よ
く
分
か
り
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 
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五
十
二
．
辰
巳
鴻
介 

二
回
生 

 

臨
書 

楷
書 

褚
遂
良 

『
楷
書
千
字
文
』 

三
尺×

六
尺 

「
辰
宿
列
張
寒
来
暑
往
秋
収
冬
藏
閏
餘
成
歳
律
召
調
雲
騰
陽
致
雨
露
結
爲
霜
金
生
麗
水
玉
出

崑
崗
劔
號
巨
闕
珠
称
夜
光
果
称
李
奈
菜
重
芥
薑
海
鹹
河
淡
鱗
潜
羽
翔
龍
師
火
帝
鳥
官
人
皇
始

制
文
字
乃
服
衣
裳
推
位
譲
国
有
虞
陶
唐
吊
民
伐
罪
周
発
殷
湯
坐
朝
問
道
垂
拱
平
章
育
黎
首
臣

伏
戎
羌
遐
邇
壹
体
率
賓
歸
王
鳴
鳳
在
樹
白
駒
食
場
化
被
草
木
頼
及
万
方
蓋
此
身
髪
四
大
五
常

恭
惟
鞠
養
豈
敢
毀
傷
女
慕
貞
絜
男
效
才
良
知
過
必
改
得
能
莫
忘
罔
談
彼
短
靡
恃
己
長
信
使
可

覆
器
欲
難
量
墨
悲
糸
染
詩
讀
羔
羊
景
行
維
賢
剋
念
作
聖
徳
建
名
立
形
端
表
正
空
谷
傳
聲
虚
堂

習
聴
禍
因
悪
積
福
縁
善
慶
尺
璧
非
寶
寸
陰
是
競
資
父
事
君
曰
嚴
与
敬
孝
当
竭
力
忠
則
盡
命
臨

深
履
薄
夙
興
温
清
似
蘭
」 

楷
書
が
好
き
で
す
。
大
好
き
で
す
。 

                  

五
十
三
．
寺
西
幸 

三
回
生 

創
作 

か
な 

『
伊
吹
山
』 

半
切 

「
か
く
と
た(

多)

に(

二)
 

え
や(

哉)

は(

八)

伊
吹
の
さ
し
も
草 

さ(

沙)

し(

志)

も
し
ら

し(

四)

な(

奈)

も
ゆ
る
お
も
ひ(

日)

を(

遠)

」 

す
と
ん
、
と
し
た
和
装
の
よ
う
な
雰
囲
気
に
仕
上
げ
た
い
と
思
っ
て
書
き
ま
し
た
。 

       

五
十
四
．
徳
川
鈴
奈 

一
回
生 

臨
書 

行
書 

蘇
軾 

『
黄
州
寒
食
詩
歌
巻
』
全
紙 

「
自
我
來
黄
州
已
過
三
寒
食
年
々
欲
惜
春
々
去 

容
惜
今
年
」 

縦
に
長
い
字
を
書
き
た
い
と
思
い
、
こ
の
法
帖
の
「
年
」
と
い
う
字
に
惹
か
れ
、
こ
れ
を
書
く

こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
全
紙
に
三
行
書
く
の
は
初
め
て
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
品
で
は
、
行

書
特
有
の
揺
れ
が
満
足
に
書
け
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
展
示
作
品
は
、
揺
れ
に
気
を
付
け
て
書

き
ま
し
た
。 
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五
十
五
．
中
川
和
也 

修
士
一
回
生 

創
作 
草
仮
名 

「
雨
が
降
ら
な
く
た
っ
て
」 

半
切 

「
雷
神
少
動
雖
不
零
吾
将
留
妹
留
者
（
鳴
る
神
の
少
し
響(

と
よ)

み
て
降
ら
ず
と
も
吾
は
留
ま

ら
む
妹
し
留
め
ば
）
」 

 

「
雷
神
」
は
カ
ミ
ナ
リ
。
「
科
学
」
が
幼
稚
だ
っ
た
古
代
の
オ
ジ
ョ
ウ
サ
マ
に
は
、
さ
ぞ
恐

ろ
し
い
も
の
だ
っ
た
は
ず
だ
。
―
―
そ
れ
で
も
彼
女
は
雷
雨
を
望
む
。
「
鳴
る
神
の
少
し
響
み

て
さ
し
曇
り
雨
も
降
ら
ぬ
か
君
を
留
め
む
（
万
葉
集
・
巻1

1

・35
1
4

）」
…
雨
が
降
っ
て
き
た

ら
サ
、
も
う
ち
ょ
っ
と
コ
コ
に
い
て
く
れ
る
？
…
。
…
雨
が
降
ら
な
く
た
っ
て
、
君
が
「
行
か

な
い
で
」
っ
て
言
っ
て
く
れ
る
な
ら
。
… 

―
―
イ
ジ
ワ
ル
だ
な
ぁ
。
と
思
っ
て
し
ま
う
。 

       

五
十
六
．
永
溝
聡
士 

修
士
一
回
生 

臨
書 

行
書 

文
徴
明
『
南
樓
傷
春
詩
』 

一
尺×

五
尺  

「
南
樓
三
月
盡
飛
絮
滿
江
城
野
色
烟
中
斷
斜
陽
雨
外
明
帖
鐃
簷
風
燕
燕
千
樹
煖
鶯
鶯
歳
有
傷

春
感
兼
茲
白
髪
生
」 

な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
で
す
ね
。 

       

五
十
七
．
中
谷
百
花 

二
回
生 

創
作 

行
書 

『
静
夜
思
』 

半
切
四
連 

「
牀
前
看
月
光 

疑
是
地
上
霜 

擧
頭
望
山
月 

低
頭
思
故
郷
」 

月
っ
ぽ
い
作
品
を
書
い
て
み
た
い
と
思
い
、
李
白
の
静
夜
思
と
い
う
漢
詩
を
題
材
に
創
作
し
ま

し
た
。
窓
か
ら
差
し
込
む
月
の
光
を
見
て
、
そ
の
白
く
美
し
い
輝
き
を
き
っ
か
け
に
故
郷
の
こ

と
を
思
い
出
し
た
、
と
い
う
内
容
で
す
。
静
か
で
神
秘
的
な
月
の
魅
力
が
作
品
を
通
し
て
伝
わ

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。 
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五
十
八
． 

中
谷
百
花 

二
回
生 

創
作 
調
和
体 

『
い
か
が
語
ら
む
』 

全
紙
二
分
の
一 

「
い
か
が
語
ら
む 

お
も
ふ
こ
と 

そ
は
い
と
長
き
こ
ゝ
ろ
な
れ 

い
ま
相
む
か
ふ
ひ
と
と

き
に
つ
く
し
が
た
な
き
心
な
れ
」 

与
謝
野
晶
子
の
詩
篇
『
恋
衣
』
よ
り
、
「
い
か
が
語
ら
む
」
の
冒
頭
部
分
を
、
ぽ
つ
、
ぽ
つ
と

女
の
子
の
口
か
ら
こ
ぼ
れ
出
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
書
き
ま
し
た
。
ご
批
評
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

                      

五
十
九
．
仁
位
元
信 

四
回
生 

創
作 

行
書 

「
勸
酒
」 

全
紙
四
分
の
三 

「
勸
君
金
屈
巵
滿
酌
不
須
辭
花
發
多
風
雨
人
生
足
別
離
」 

四
回
生
と
な
り
最
後
の
作
品
と
し
て
好
き
な
漢
詩
を
作
品
に
し
ま
し
た
。
四
年
間
お
世
話
に
な

っ
た
部
の
仲
間
た
ち
へ
の
思
い
も
込
め
て
書
き
ま
し
た
。
以
下
井
伏
鱒
二
に
よ
る
こ
の
詩
の
意

訳
で
す
。
「
こ
の
杯
を
受
け
て
く
れ 

ど
う
ぞ
な
み
な
み
注
が
し
て
お
く
れ 

花
に
嵐
の
た
と

え
も
あ
る
ぞ 

さ
よ
な
ら
だ
け
が
人
生
だ
」 
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六
十
．
橋
詰
奈
央 

三
回
生 

創
作 
か
な 

『
さ
夜
更
け
て
‥
』
二
尺×

六
尺 

「
さ
夜
更
け
て 

寝
覚
め
ざ
り
せ
ば 

時
鳥 

人
づ
て
に
こ
そ 

聞
く
べ
か
り
け
れ/

千
鳥
鳴
く 

佐
保
の
川
霧 
た
ち
ぬ
ら
し 

山
の
木
の
葉
も 

色
か
は
り
ゆ
く
」 

次
々
と
畳
み
掛
け
る
よ
う
な
行
の
流
れ
を
意
識
し
て
、
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
。
自
分
の
仮
名

の
理
想
で
あ
る
、
「
凛
と
し
た
線
質
」
に
少
し
で
も
近
づ
く
こ
と
が
で
き
て
い
た
ら
嬉
し
い
で

す
。 

                      

六
十
一
．
疋
田
研
一
郎 

一
回
生 

臨
書 

行
書 

米
芾 

『
穣
侯
出
關
詩
帖
』 

半
切 

「
穣
伕
去
國
緩
駓
車
蔡
澤
還
来
取
范
睢
悪
客
只
應
真
可
厭
恠
他
漢
相
舘
丘
墟
」 

半
切
に
三
行
と
い
う
こ
と
で
一
つ
一
つ
の
文
字
が
小
さ
く
な
っ
て
も
、
迫
力
に
欠
け
る
と
い
う

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
そ
れ
で
い
て
米
芾
の
特
徴
で
あ
る
上
品
さ
を
失
わ
な
い
よ
う
に
心
掛
け

て
書
き
ま
し
た
。 

      

六
十
二
．
檜
山
葵 

三
回
生 

臨
書 

か
な 

伝
紀
貫
之 

『
高
野
切
第
三
種
』 

半
懐
紙 

「
を
の
の
は
る
か
ぜ 

あ
ま
び
こ
の
お
と
づ
れ
じ
と
ぞ
い
ま
は
お
も
ふ
わ
れ
か
ひ
と
か
と
も

を
た
ど
る
よ
に
…
」 

一
年
前
に
書
い
た
高
野
切
に
再
び
挑
み
ま
し
た
。
そ
の
美
し
さ
に
書
い
て
い
る
と
心
も
洗
わ
れ

る
、
思
い
出
深
い
作
品
で
す
。
成
長
の
ほ
ど
は
果
た
し
て
…
。 
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六
十
三
．
藤
田
雄
也 

二
回
生 

臨
書 
行
草 

傅
山 

『
行
草
五
言
古
詩
巻
』 

全
紙 

「
狼
籍
等
杏
李
厥
田
唯
下
々
厥
貢
海
物
美
八
閩
之
風
味
日
輸
沙
塞
飛
鄙
即
此
大
功
徳
救
濟
桒

梓
豈
但
波
羅
蜜
布
施
方
外
士
編
戸
不
知
覺
」 

行
草
書
体
が
好
き
な
の
で
、
今
回
も
そ
う
い
う
作
品
を
選
び
ま
し
た
。
初
め
て
の
全
紙
で
ス
ペ

ー
ス
の
埋
め
方
に
苦
労
し
、
と
り
あ
え
ず
五
行
で
書
い
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
配
置
や
文

字
の
強
弱
な
ど
ま
だ
ま
だ
な
の
で
、
本
番
ま
で
に
し
っ
か
り
ま
と
め
た
い
で
す
。 

                      

六
十
四
．
中
野
綾
香 

二
回
生 

臨
書 

仮
名 

伝
源
俊
頼 

『
元
永
本
古
今
和
歌
集
』 

136cm×
20cm 

「
古
今
和
歌
集
巻
第
八 

人
の
華
山
に
ま
う
で
ゝ 

ゆ
ふ
つ
か
た
か
へ
ら
ん
と 

し
け
る
に 

遍
照 

夕
暮
の
ま
が
き
は 

山
と
な
ゝ
む 

よ
る
は
こ
え
じ
と
や
ど
り
と
る
べ
く 

 

中
納
言
兼
輔 

君
が
行
こ
し
の 

白
山
し
ら
ね 

鞆
雪
の
間
に
ま
に

〱 

あ
と
は
た
づ
ね

む
・
・
・
」 

い
ろ
い
ろ
な
表
情
を
持
つ
、
豪
華
で
華
麗
な
書
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
私
の
感
じ
た
そ
ん
な

魅
力
を
、
見
る
人
に
少
し
で
も
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

                    


